
活動名: 第６回福島民報杯スポ少サッカー岩根大会 U-12 の部 

日 程: 平成３０年９月８日～９日  

会 場: 本宮運動公園グランド 

参 加: U-  8 の部・・・J クラス１チーム 

U-１０の部・・・E３選抜、E４クラス１チーム 

U-１２の部・・・T クラス１チーム、L１００クラス１チーム 

 計４チーム：５３名  

帯 同: L１００クラス 設楽コーチ  

結 果: 準優勝/７チーム中  

 リーグ戦 

VS 安積第三 SSS ● 

  VS アーレ T 〇 

  VS ブリジャン 〇 

VS 白沢 SSS 〇 

  VS 本宮 SSS △ 

  VS 岩根 SSS 雨天中止 

報 告: 設楽  

 

 毎年ご招待いただき参加させていただいておりますこの大会ですが、各カテ

ゴリーで各１チーム出場枠をいただいております。 

今年は U１２の部に２チームの特別枠をいただき参加させていただいたこと

で、当初は T クラスのみの出場を予定していましたが、L１００クラスも参加で

きることになり、６年生たちはこの大会に全員参加することができ貴重な大会

となりました。 

 さて、天候は二日間「雨」泣泣泣・・・ 

 私の雨男ぶりも子供たちからはうっとうしく思われ、立場がありませんでし

た。しかし、このクラスは最終戦の岩根 SSS さんとの試合以外はすべて実施で

きました。 

アーレの子供たちはアーレとして雨が多い大会をいつも経験をしているので、

今回のような天候の悪いコンディションでもいつもどおりのプレーをしてくれ

ました。 

 試合の内容ですが、初戦に出鼻をくじかれ、安積第三 SSS さんに終了間際の

カウンターで失点し、結果０：１で惜敗。一方的に押していた試合内容だった

のに優勝が遠のくスタートとなってしまいました。 

サッカーは攻め込んで有利な戦いをしていても得点ができないと引き分けも

しくは敗戦と厳しい結果となってしまいます。 



この敗戦の原因は、毎回の大会で歴代のアーレの子供たちに見られることで

すが、初戦の試合の入り方が悪く、緊張や焦り、集中ができない状況でした。

自分たちがいつもできるプレーがなかなかできない、シュートを決めるチャン

スをしっかり物にできない、ボールを奪われても追わないなどからでした。 

試合の経験不足もありますが、試合の経験は中高生年代になると試合が多く

なるので経験も豊かになるので今は問題無いでしょう。 

大会の二試合目は緊張なども無くなり、またアーレ同士の試合だったので、

お互いにのびのびとプレーしていました。 

リーグ戦なので勝ち点や得失点を気にしながら戦いましたが、最終戦の岩根

SSS さんとの試合や他チームの戦績で優勝も見えていましたが悪天候での中止

は残念でした。 

私は試合中にいつも「いいかげんなプレーはしないで！」、「丁寧に！」、「思

いやりのあるプレー！」、「相手のプレーを予測！」、「みんなが得点を意識！」、

「諦めない！」などの声かけが多いですが、試合を重ねるごとにこの声かけに

対して応えてくれます。私のコーチングも毎回熱くなってしまいますが、L１０

０クラスについては、リフティングもお手本的な子たちなので、プレーもお手

本になって欲しく、また個々の気持ちの入れ方次第で良いプレーが出せる子た

ちなので、私も「渇！」を入れるような声かけになってしまい、厳しく聞こえ

る事も多々あったと思います。声をかけると子供達も「ピリッ」として集中し

たプレーをしてくれるので、仕方がないのかなあとは思っております。しかし、

試合前とハーフタイム、試合後のみの私からのコーチングで、自分たち自らが

ピッチ内考え、アドバイスしあい、みんなが全力でプレーができるようになれ

ばいいなといつも思っております。次の大会に期待したいと思います。 

 

ほぼ全学年が出場できるこの岩根 SSS さん主催大会は、他大会を見ても稀で

あり貴重な大会です。 

下級生たちは上級生の闘いを身近に見ることができ、これからの自分の目標

を持つことができる機会だったと思います。 

低学年の団子サッカーから仲間や相手を意識したプレーができるようになる

最上級生たちのサッカーの違いは、年代ごとにプレーが違い、この L１００クラ

スの小さい頃を思い出しながら逞しく成長した姿を見せてくれて頼もしく感じ

ました。 

６年生たちはあっという間に小学生年代が過ぎようとしています。約残り半

年間を無駄にせず、アーレのサッカーでさらなる成長ができるように期待して

おります。 

 



主催者の岩根 SSS さん今年も有難うございました。また、来年もご招待いた

だけると幸いです。また、雨の中、保護者の方々には子供たちを応援していた

だき、またテントなどの設営で子供たちに過ごしやすい環境を作っていただき

感謝いたします。 

保護者の PK 合戦でも気持ちよくご参加いただき、有難うございました。ま

た、引き続きご理解とご協力を宜しくお願いいたします。 

最後に、応急でビニール袋の合羽を準備しましたが、やはり雨天や低い気温

など天候によって着用する衣類は各家庭でしっかりと準備してほしいと思いま

す。今回の寒さや雨はとても厳しく、試合では良いパフォーマンスを出せない

ほどでした。コーチたちも活動時には熱い日は帽子をかぶって良いこと、寒い

日には防寒着のこと、水筒の飲物のことなどを伝えております。しっかりと準

備されていたご家庭もありましたが、今後も引き続き保護者の方々には子供達

にご準備をさせていただければと思います。 

                      コーチ：設楽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


